
言
語
地
図
に
見
る
山
口
県
の
方
言
（
そ
の
一
）

岡
-

野

信

子

 
言
語
地
図
は
言
語
事
象
を
符
号
化
し
て
、
一
定
地
域
の
言
語
共
時
態
を
図
上

に
見
せ
る
。

 
こ
の
稿
で
は
、
は
じ
め
に
、
山
口
県
の
方
言
状
況
を
見
る
こ
と
の
で
き
る
諸

言
語
地
図
を
あ
げ
て
、
簡
単
な
解
説
を
行
う
。
つ
ぎ
に
、
『
日
本
言
語
地
図
』

と
『
瀬
戸
内
海
言
語
図
巻
』
と
に
見
ら
れ
る
山
口
県
の
方
言
状
況
に
つ
い
て
述

べ
る
。
た
だ
し
紙
数
の
関
係
上
、
『
瀬
戸
内
海
言
語
図
巻
』
に
見
る
山
口
県
の

方
言
は
、
 
（
そ
の
二
）
と
し
て
次
稿
に
予
定
し
て
い
る
。
 
 
 
 
-

 
 
一
、
山
主
県
の
方
言
状
況
を
早
う
る
諸
言
語
地
図

「
音
韻
分
布
図
』
 
（
『
音
韻
調
査
報
告
書
』
付
図
）
国
語
調
査
委
員
会
編
 
明

 
治
3
8
 
色
刷
2
9
図
（
未
見
）

『
ロ
語
法
分
布
図
』
 
（
『
口
語
法
調
査
報
告
書
』
付
図
）
国
語
調
査
委
員
会
編

 
明
治
3
9
 
色
刷
3
7
図
（
未
見
）

『
日
本
方
言
地
図
』
 
東
条
先
生
古
稀
記
念
会
編
 
吉
川
弘
文
館
 
昭
和
3
1

 
第
一
部
1
6
図
（
『
音
韻
分
布
図
』
4
図
と
『
口
語
法
分
布
図
』
1
2
図
の
複

 
製
）
 
第
二
部
9
図
（
国
内
方
言
地
図
5
図
と
外
国
の
方
言
地
図
4
図
）
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＞
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⊂
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＞
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＞
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ω
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著
 
ω
●
＜
・
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》
国
O
寓

一
2
ω
目
↓
d
↓
国
 
6
ま
年

 
分
布
図
M
図
は
、
西
近
畿
・
中
国
・
四
国
の
n
府
県
蹴
地
点
の
通
信
調
査
に

略
と
つ
い
て
作
製
澄
れ
て
い
ゐ
。
二
、
三
の
図
に
、
山
口
県
域
の
方
言
事
象
分

層
布
傾
向
を
見
よ
う
ゆ
県
内
の
調
査
地
点
は
、
本
土
域
4
6
地
点
、
島
喚
域
6
地
点

で
あ
る
。

 
 
「
獅
死
ぬ
」
は
ア
ク
セ
ン
ト
の
図
で
あ
る
が
、
シ
ヌ
と
シ
ヌ
ル
の
図
と
見
る

こ
と
も
で
き
る
。
山
口
県
は
山
陰
一
，
帯
と
と
も
に
、
シ
ヌ
ル
の
分
布
域
で
あ
る
。

 
 
「
3
1
寝
て
い
る
」
で
は
、
ネ
チ
日
ル
が
中
国
が
わ
で
は
山
口
県
と
出
雲
・
隠

岐
に
分
布
し
、
広
島
県
・
岡
山
県
に
も
い
く
ら
か
の
分
布
が
見
え
る
ゆ
，
ま
た
四

国
が
わ
で
は
、
高
知
県
と
愛
媛
県
南
部
域
と
に
分
布
し
て
い
る
。
噛
「
5
7
飲
み
な

が
ら
」
で
は
、
 
ノ
ム
ノ
ム
が
、
中
国
が
わ
で
は
、
山
口
県
全
域
に
よ
く
分
布

し
、
隣
接
す
る
広
島
県
と
島
根
県
石
見
地
域
に
も
分
布
し
て
い
る
。
四
国
が
わ

の
分
布
域
は
高
知
県
と
愛
媛
県
南
部
域
と
で
あ
る
。
「
3
0
あ
る
だ
ろ
う
か
」
で

は
、
「
ア
ル
，
ロ
ー
カ
」
の
分
布
域
が
、
中
国
が
わ
は
山
口
県
に
か
ぎ
ら
れ
、
四

国
が
わ
は
高
知
県
と
愛
媛
県
南
部
域
と
で
あ
る
。

 
こ
れ
ら
の
図
に
は
、
山
口
県
域
が
、
中
国
地
方
の
山
陰
が
わ
、
ま
た
四
国
地
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、



、

方
の
太
平
洋
が
わ
と
と
も
に
、
古
態
を
残
し
が
ち
な
地
域
で
あ
る
状
況
が
見
ら

れ
る
。

 
「
7
7
足
駄
」
で
は
、
山
口
県
全
域
に
、
鳥
取
県
・
島
根
県
．
高
知
県
に
分
布

す
る
ボ
ク
リ
・
ブ
ク
リ
が
広
が
っ
て
い
る
。
周
防
域
に
は
ボ
ク
リ
・
ブ
ク
リ
と

と
も
に
サ
シ
ハ
マ
の
分
布
も
見
え
る
が
、
こ
れ
は
中
国
四
国
の
瀬
戸
内
海
域
を

西
進
し
て
ぎ
た
事
象
で
あ
る
。
こ
の
図
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
山
口
県
域
は
、

古
い
方
言
事
象
を
よ
く
残
し
な
が
ら
も
、
言
語
改
新
波
を
受
け
や
す
い
瀬
戸
内

海
域
か
ら
新
化
し
て
い
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
層
 
 
 
 
 
 
-

『
中
国
地
方
筆
意
言
語
地
図
』
・
広
戸
惇
著
 
風
間
童
旦
房
 
昭
和
4
0
 
分
布
図

 
三
図
（
語
彙
・
語
法
謝
図
 
ア
ク
セ
ン
ト
5
0
図
）

 
こ
の
地
図
の
調
査
項
目
は
蹴
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
民
俗
語
彙
を
多
く
取
り
あ

げ
て
い
る
点
に
特
色
が
見
ら
れ
る
。
調
査
期
間
は
昭
和
3
0
年
か
ら
3
6
年
ま
で
の

ε
年
間
で
、
話
者
は
六
十
歳
以
上
の
土
地
は
え
ぬ
き
の
人
、
主
と
し
て
男
性
で

あ
る
。
中
国
五
重
の
総
調
査
地
点
は
鰯
地
点
（
ア
ク
セ
ン
ト
調
査
鵬
地
点
）
で

あ
る
が
、
こ
の
う
ち
山
口
県
域
の
調
査
地
点
は
、
本
土
域
は
5
3
地
点
、
島
懊
域

は
周
防
大
島
の
2
地
点
で
あ
る
。

 
こ
の
書
の
中
の
諸
地
図
は
、
山
口
県
域
で
、
山
陽
が
わ
分
布
事
象
と
山
陰
が

わ
分
布
事
象
ど
が
、
接
触
し
、
あ
る
い
は
併
存
す
る
状
況
を
よ
く
見
せ
る
。

 
た
と
え
ば
「
励
ぼ
た
ん
雪
」
で
は
、
岡
山
・
広
島
分
布
の
ボ
タ
ン
ユ
キ
は
、
山

口
県
域
に
も
広
く
分
布
し
て
い
る
が
、
長
門
北
部
域
に
は
及
ん
で
い
な
い
。
長

門
北
部
域
は
、
山
陰
分
布
事
象
の
ダ
ビ
ラ
と
ベ
タ
レ
ユ
キ
の
分
布
す
る
地
域
で

あ
る
。
こ
の
う
ち
ベ
タ
レ
ユ
キ
は
長
門
全
域
に
広
く
分
布
し
て
い
る
の
で
、
長

門
南
部
域
は
、
山
陰
分
布
事
象
の
ベ
タ
レ
ユ
キ
と
山
陽
分
布
事
象
の
ボ
タ
ン
ユ

キ
の
併
存
す
る
所
と
な
る
。
ダ
ビ
ー
マ
も
ベ
タ
レ
ユ
キ
も
周
防
域
に
は
広
が
っ
て

い
な
い
た
め
、
こ
の
地
域
は
も
っ
ぱ
ら
ボ
タ
ン
ユ
キ
の
優
勢
な
地
域
と
な
っ
て

い
る
。
県
内
三
分
の
傾
向
が
こ
ご
に
見
ら
れ
る
。

 
「
脚
餓
の
入
っ
た
餅
」
の
ば
あ
い
は
、
山
陽
分
布
の
ア
ン
ビ
ン
は
周
防
東
部

域
に
分
布
す
る
ば
か
り
で
、
周
防
西
部
域
と
長
門
域
と
に
は
、
山
陰
分
布
の
ア

ン
モ
チ
系
事
象
が
広
く
分
布
し
て
い
る
。

 
「
捌
祭
の
前
夜
」
．
で
は
、
山
口
県
全
域
と
石
見
南
部
域
と
に
ヨ
ド
が
分
布

し
、
石
見
北
部
域
の
ヨ
ド
ン
ヨ
・
ヨ
ド
ノ
エ
と
と
も
に
、
申
国
域
で
は
特
異
で

あ
る
。
と
こ
ろ
で
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
ヨ
ド
は
九
州
域
に
か
な

り
広
く
分
布
す
る
事
象
で
あ
る
。
中
国
域
で
は
特
異
と
見
え
る
方
言
事
象
が
山

口
県
域
に
分
布
す
る
時
、
九
州
域
と
の
関
連
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

 
「
説
こ
ん
な
」
で
は
、
コ
ン
ト
ー
ナ
が
、
山
口
県
全
域
と
山
口
県
ざ
か
い
の
石

見
に
分
布
す
る
。
後
に
見
る
『
瀬
戸
内
海
言
語
図
巻
』
で
は
、
広
島
県
西
行
に
も

分
布
レ
て
い
る
。
九
州
域
で
は
こ
の
語
を
ま
ず
聞
か
な
い
。
手
許
の
方
言
辞
典

な
ど
に
は
こ
の
語
が
見
え
な
い
の
で
、
全
国
的
な
分
布
状
況
を
た
し
か
め
得
な

い
が
、
あ
る
い
は
山
口
県
と
そ
の
周
辺
域
だ
け
に
分
布
す
る
事
象
で
あ
ろ
う
か
。

 
山
口
県
域
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
中
国
ア
ク
セ
ン
ト
（
東
京
式
）
で
あ
る
こ
と
は
、

「
5
0
ア
ク
セ
ン
ト
区
画
」
に
明
ら
か
で
あ
る
。
地
名
ア
ク
セ
ン
ト
や
文
ア
ク
セ

ン
ト
の
調
査
は
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、
「
ヤ
マ
グ
チ
」
「
オ
ハ
ヨ
ー
 
ゴ
ダ

イ
マ
ス
。
」
式
の
特
色
あ
る
ア
ク
セ
ン
ト
は
分
布
図
上
に
は
見
え
な
い
。

『
日
本
言
語
地
図
』
 
国
立
国
語
研
究
所
編
 
第
1
集
～
第
6
集
 
昭
和
4
2
～

 
昭
和
5
0
 
色
刷
分
布
図
謝
図
各
集
に
解
説
書
が
あ
る
飢

 
調
査
は
昭
和
3
2
年
か
ら
4
0
年
ま
で
の
8
年
間
に
、
6
5
名
の
調
査
者
に
よ
っ
て

行
わ
れ
た
。
調
査
地
点
は
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
㎜
地
点
で
、
被
調
査
者
は
原

則
と
し
て
明
治
3
6
年
以
前
に
出
生
し
た
男
子
で
あ
る
。
 
本
地
図
作
製
の
目
的

、
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は
、

 
ω
現
代
日
本
標
準
語
の
基
盤
と
そ
の
成
立
過
程

 
㈲
日
本
語
の
地
理
的
差
異
の
成
立
と
、
各
種
方
言
形
の
歴
史

の
2
点
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
（
「
日
本
言
語
地
図
解
説

一
方
法
』
1
頁
）
こ
の
目
的
の
下
に
、
調
査
語
脇
は
、
多
く
日
常
基
本
語
彙
の

中
か
ら
選
ば
れ
て
い
る
。

 
こ
の
地
図
に
見
ら
れ
る
山
口
県
の
方
言
の
状
況
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
。

山
口
県
内
の
調
査
地
点
は
、
本
土
域
4
8
地
点
、
島
喚
域
1
1
地
点
で
あ
る
。

 
『
瀬
戸
内
海
言
語
図
巻
』
 
藤
原
町
一
著
 
東
京
大
学
出
版
会
 
上
下
2
巻

 
昭
和
4
9

 
上
巻
は
音
声
項
目
1
8
、
文
法
項
目
醜
に
つ
い
て
、
，
老
年
構
図
ど
少
年
右
図
、

．
各
々
慨
図
で
あ
る
。
下
巻
は
語
彙
項
目
捌
の
図
で
、
老
・
少
と
も
に
㎜
図
で
あ

る
。

 
調
査
地
点
は
全
有
人
島
撚
の
総
集
落
剛
地
点
、
沿
岸
域
班
地
点
で
、
こ
の
う

ち
、
山
口
県
の
調
査
地
点
は
、
島
三
世
魏
地
点
、
沿
岸
域
は
1
9
地
点
で
あ
る
。

調
査
は
6
0
歳
代
の
女
性
と
中
学
2
年
の
少
女
と
を
被
調
査
者
と
し
て
、
昭
和
3
5

年
か
ら
5
か
年
を
か
け
て
《
2
4
名
の
調
査
員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

 
本
図
巻
で
は
、
島
井
域
の
調
査
地
点
が
密
で
あ
っ
て
、
一
大
内
海
多
島
海
域

・
に
お
け
る
方
言
伝
播
の
実
態
と
理
と
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
地
図
一
葉

に
老
年
企
図
と
少
年
層
図
と
が
上
下
に
並
ん
で
い
る
の
で
、
動
態
と
し
て
の
瀬

戸
内
海
域
方
言
を
考
察
す
る
こ
と
が
容
易
で
あ
る
。
本
図
巻
の
読
解
の
た
め
に

は
、
『
瀬
戸
内
海
域
方
言
の
方
言
地
理
学
的
研
究
』
 
（
藤
原
与
一
著
 
東
京
大

学
出
版
会
・
昭
和
5
1
）
が
あ
る
。

 
本
図
巻
に
見
る
山
口
県
の
方
言
に
つ
い
て
は
、
次
稿
で
述
べ
る
。

言
語
地
図
に
見
る
山
口
県
の
方
言
（
そ
の
一
）

『
関
門
海
峡
周
辺
方
言
地
図
』
 
宮
本
登
著
 
昭
和
5
0
 
分
布
図
撒
図

 
調
査
地
点
は
下
関
市
と
北
九
州
市
の
鰯
地
点
で
、
話
者
は
五
十
歳
以
上
、
男

女
を
問
わ
な
い
。
調
査
項
目
8
5
の
大
部
分
は
-
『
日
本
言
語
地
図
』
の
調
査
項
目

と
一
致
さ
せ
て
あ
る
。
重
要
な
地
域
の
精
細
な
調
査
で
あ
る
。

 
「
9
9
区
画
概
略
図
」
に
は
、
関
門
海
峡
が
、
下
関
市
の
方
言
と
北
九
州
市

の
方
言
と
を
隔
て
て
い
る
状
況
が
見
え
る
。
し
か
し
著
者
は
ま
た
「
関
門
海
峡

は
、
言
語
を
伝
え
る
道
で
あ
る
」
 
（
2
6
頁
）
と
庵
言
う
。

「
山
ロ
福
岡
両
県
接
境
地
域
言
語
地
図
集
』
 
梅
光
女
学
院
大
学
日
本
文
学
会

 
方
言
研
究
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
 
岡
野
信
子
編
 
昭
和
5
1
 
分
布
図
脚
註
（
老
年
層

 
図
少
年
層
図
各
鵬
三
一
音
声
7
図
・
表
現
法
3
8
図
・
語
詞
6
0
図
）

 
調
査
・
作
図
と
も
に
、
昭
和
5
0
年
度
に
1
6
名
の
学
生
と
岡
野
と
が
行
っ
た
。

調
査
地
点
は
、
山
口
県
が
わ
は
下
関
市
と
両
傍
の
厚
狭
郡
・
豊
浦
郡
の
2
3
地
点
、

福
岡
県
が
わ
は
北
九
州
市
と
京
都
郡
・
遠
賀
郡
の
2
0
地
点
で
あ
る
。
 
（
以
下
、

下
関
が
わ
，
・
北
九
州
が
わ
と
言
う
。
）

 
下
関
が
わ
の
老
年
鼠
壁
で
は
「
1
1
行
か
せ
る
」
に
見
え
る
イ
カ
ス
ル
（
使
役

助
動
詞
の
下
二
段
活
用
）
の
残
存
や
、
ゴ
｝
（
如
）
の
使
用
（
1
5
・
1
6
・
1
7
）

に
、
北
九
州
域
の
分
布
状
況
と
の
近
さ
が
見
ら
れ
る
。
「
珍
可
能
A
」
の
イ
キ

エ
ル
（
行
く
こ
と
が
で
き
る
）
や
、
「
1
3
可
能
B
」
の
ナ
リ
エ
ン
（
な
る
こ
と

が
で
き
な
い
）
は
、
下
関
が
わ
に
見
え
て
北
九
州
が
わ
に
は
見
え
な
い
。
た
だ

し
長
崎
な
ど
で
は
、
こ
れ
と
同
類
ま
た
は
同
一
の
イ
キ
ユ
ッ
や
ナ
リ
エ
ン
を
聞

く
。 

下
関
が
わ
の
老
年
層
か
ら
少
年
層
へ
の
推
移
状
況
を
見
る
ど
臨
ま
ず
音
声
面

で
は
共
通
語
化
が
顕
著
で
あ
る
。
単
純
化
の
傾
向
も
見
ら
れ
る
。
 
た
と
え
ば

「
9
4
ご
ぼ
う
を
そ
ぐ
」
で
は
、
老
年
層
図
で
は
下
関
が
わ
の
ほ
ぼ
全
地
点
に
分
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＼

噛
し
い
た
フ
ク
が
、
少
年
玄
馬
で
は
一
地
点
に
残
る
ば
か
り
で
、
ケ
ズ
ル
が
こ

れ
に
代
っ
て
い
る
。
鉛
筆
で
も
木
片
で
も
ご
ぼ
う
で
も
、
す
べ
て
「
ケ
ズ
ル
」

で
か
た
づ
け
る
単
純
化
が
こ
こ
に
認
め
ら
れ
る
。

 
「
6
7
労
力
交
換
」
で
は
、
老
年
要
図
で
優
勢
で
あ
っ
た
イ
ー
も
テ
マ
ガ
エ

も
、
少
年
層
図
に
は
ま
っ
た
く
見
え
な
い
。
生
活
状
況
の
変
化
が
、
語
詞
を
埋

没
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
「
9
0
寄
り
掛
か
る
」
で
は
、
老
・
流
図
は

ほ
ぼ
同
じ
で
、
と
も
に
ス
ガ
ル
で
あ
る
。
日
常
に
頻
用
さ
れ
る
語
は
移
り
に
く
．

い
の
で
あ
ろ
う
か
。
老
年
層
か
ら
少
年
層
へ
の
推
移
状
況
は
、
こ
の
よ
う
に
語

ご
と
に
異
な
る
が
、
そ
こ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
推
移
の
理
が
通
っ
て
い
る
。

 
関
門
海
峡
は
、
海
峡
を
は
さ
む
両
域
の
こ
と
ば
を
、
と
き
に
隔
、
て
、
と
き
に

運
ん
で
い
る
。
「
8
3
卵
一
箇
」
の
イ
ッ
キ
、
 
「
6
9
い
た
ず
ら
っ
子
」
の
ド
ー
ゲ

ン
ボ
r
ズ
な
ど
は
、
下
関
が
わ
に
の
み
あ
っ
て
、
北
九
州
が
わ
に
は
見
え
な

い
。

 
下
関
が
わ
か
ら
北
九
州
が
わ
へ
分
布
が
広
が
る
ば
あ
い
は
、
企
救
半
島
突
端

の
北
九
州
市
門
司
に
、
さ
ら
に
は
そ
の
背
後
の
豊
前
域
一
帯
に
広
が
る
こ
と
が

多
い
。
北
九
州
が
わ
の
分
布
域
が
さ
ら
に
広
が
っ
て
、
豊
前
・
筑
前
両
域
に
わ

た
る
こ
と
も
あ
り
、
語
に
よ
っ
て
は
筑
前
域
だ
け
に
分
布
域
を
広
げ
て
い
る
も

の
も
あ
る
。

 
ま
た
北
九
州
が
わ
か
ら
下
関
が
わ
へ
と
伝
播
す
る
事
象
も
あ
る
。
「
1
3
可
能

B
」
の
ナ
リ
キ
ラ
ン
（
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
）
、
「
2
3
出
な
い
」
の
ゲ
ラ
ン
、

「
2
2
起
き
る
・
起
き
な
い
」
の
オ
キ
ラ
ン
、
「
2
8
元
気
だ
っ
た
」
の
ゲ
ン
キ
ヤ

ッ
タ
は
、
．
北
九
州
か
ら
下
関
が
わ
へ
移
っ
た
ら
し
く
、
少
年
層
図
で
下
関
が
わ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、

の
分
布
が
広
が
っ
て
い
る
。

 
両
域
の
老
年
層
か
ら
少
年
層
へ
の
推
移
状
況
を
比
較
し
て
み
る
と
、
下
関
が

わ
の
ほ
う
が
、
推
移
の
テ
ン
ポ
が
い
く
ら
か
ゆ
る
や
か
な
よ
う
で
あ
る
。
北
九

州
ほ
ど
に
都
市
化
が
進
ん
で
い
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
。
「
6
悪
い
」
「
2
8
元
気

だ
っ
た
」
「
5
7
毒
蛇
」
「
8
5
寄
附
金
を
集
め
る
」
「
8
9
戸
を
し
め
る
」
「
9
2
だ

だ
を
こ
ね
る
」
「
9
5
・
・
％
シ
ロ
シ
ー
」
の
少
年
愚
図
が
、
そ
の
傾
向
を
見
せ
て

い
る
。
ま
た
下
関
が
わ
の
う
ち
で
は
、
瀬
戸
内
海
が
わ
よ
り
響
灘
が
わ
に
、
新

化
が
い
ち
だ
ん
と
ゆ
る
や
か
で
あ
る
。
た
と
え
ば
助
動
詞
ゴ
ト
（
1
5
・
1
6
・
1
7
）
、
，

ナ
リ
エ
ン
ー
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
1
3
可
能
B
）
、
「
ハ
ー
 
ソ
レ
 
カ
ネ
。
」

（
4
0
あ
い
つ
ち
こ
と
ば
）
、
べ
ー
コ
（
5
6
仔
牛
）
、
グ
ー
ジ
・
タ
ユ
ー
サ
ン
（
6
2

神
官
）
．
ゴ
ン
ゴ
チ
（
7
0
ば
け
も
の
）
、
ア
ン
バ
で
（
7
4
体
の
ぐ
あ
い
）
、
ツ
ズ
・

ツ
ド
（
7
7
つ
ば
）
な
ど
の
事
象
が
少
年
懲
罰
に
も
残
存
し
て
い
る
の
は
、
関
門

が
わ
で
あ
る
。

 
老
年
層
図
か
ら
少
年
計
図
へ
の
推
移
状
況
を
比
較
す
る
こ
と
は
、
動
態
と
動

態
と
の
比
較
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
四
域
の
方
言
状
態
の
将
来
が
、
そ
こ
に
示
唆

さ
れ
て
い
よ
う
か
。

「
山
ロ
県
民
俗
地
図
』
 
山
口
県
文
化
財
愛
護
協
会
 
昭
和
5
1
 
分
布
図
8
0
園

 
調
査
地
点
は
本
土
域
鵬
地
点
、
島
陰
域
2
7
地
点

 
い
ろ
り
・
か
ま
ど
・
雨
具
・
田
下
駄
・
湿
田
・
稲
架
・
田
植
え
の
組
・
吉
言
・
，

分
家
・
二
月
一
日
な
ど
の
名
称
の
分
布
状
況
が
見
ら
れ
る
。
 
 
 
 
 
．
'

『
表
現
法
の
全
国
的
調
査
研
究
4
準
備
調
査
の
結
果
に
よ
る
分
布
の
概
観
-
』
 
国
立
国
語
研

 
究
所
 
昭
和
5
4
 
分
布
図
6
0
図

 
山
口
県
の
調
査
地
点
は
、
美
祢
市
大
嶺
町
漕
佐
波
郡
徳
地
町
．
玖
珂
郡
美
和

町
の
3
地
点
で
あ
る
。
「
6
た
ぶ
ん
起
き
る
だ
ろ
う
」
の
助
動
詞
ロ
ー
（
ら
む
）

や
、
「
3
1
花
が
散
っ
て
い
る
（
結
果
態
）
」
の
チ
ョ
ル
こ
と
ば
は
、
さ
き
に
見
た

 
〉
U
H
》
ド
国
O
↓
一
O
団
O
O
国
》
勺
＝
H
O
＞
U
Q
っ
↓
d
U
畷
O
喝
↓
出
国
蝋
》
℃
》
-

（ 202 ）



蕎
ω
国
U
一
》
U
国
O
↓
で
は
、
中
・
四
国
外
周
域
の
分
布
事
象
で
あ
っ
た
。
今

こ
の
書
の
分
布
図
に
見
る
と
、
そ
れ
ら
は
九
州
域
に
も
分
布
し
て
い
る
事
象
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
助
動
詞
ロ
ー
は
、
新
潟
県
北
半
に
も
分
布
し
て
い
る
。

 
ま
た
「
1
0
早
く
す
る
」
の
セ
ル
や
「
5
2
雨
が
降
っ
て
い
る
か
ら
行
く
の
は
や

め
ろ
」
 
の
カ
ラ
の
山
口
県
分
布
が
、
西
日
本
で
は
異
色
の
も
の
で
あ
る
こ
と

も
、
こ
の
書
の
分
布
図
の
中
に
明
ぢ
か
で
あ
る
。

 
山
口
県
域
の
方
言
状
況
を
見
せ
る
言
語
地
図
で
、
筆
者
の
見
得
た
も
の
は
、

以
上
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
未
刊
で
あ
る
が
、
，
『
山
口
県
錦
川
流
域
言
語
地

図
』
m
図
が
あ
る
。
昭
和
4
2
年
度
と
4
4
年
度
に
、
藤
原
与
一
先
生
の
指
導
を
受

け
て
、
広
島
大
学
大
学
院
生
が
調
査
・
作
図
し
た
も
め
で
あ
る
。
こ
の
言
語
地

図
に
つ
い
て
は
、
藤
原
先
生
の
こ
論
文
「
山
口
県
錦
川
流
域
方
言
状
態
の
方
言

地
理
学
的
研
究
」
 
（
『
国
語
国
文
学
誌
」
第
六
号
）
が
あ
る
。
，

 
 
二
、
『
日
本
言
語
地
回
」
に
見
る
山
ロ
県
の
方
言

 
「
日
本
言
語
地
図
』
上
の
山
口
県
は
、
中
国
域
を
内
包
す
る
方
言
諸
分
派
の

中
に
あ
る
が
、
と
き
に
中
国
域
を
離
れ
て
九
州
域
と
一
体
化
す
る
。
ま
た
、
．
中
・

国
分
布
事
象
と
九
州
分
布
事
象
と
は
、
山
口
県
下
で
混
交
し
て
ヤ
混
交
事
象
が

こ
こ
に
分
布
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
近
畿
以
東
に
分
布
す
る
事
象
が
、
近
畿
．

以
西
で
は
山
口
県
に
の
み
分
布
す
る
こ
と
も
あ
る
。

 
以
下
に
こ
れ
ら
を
順
次
と
り
あ
げ
、
つ
づ
い
て
県
内
の
分
派
状
況
を
見
る
。

1
 
他
域
と
の
関
連
状
況

 
ω
 
中
国
域
を
内
包
す
る
方
言
諸
分
派
内
に
お
さ
ま
る
傾
向

言
語
地
図
に
見
る
山
口
倶
の
方
言
（
そ
の
一
）

 
 
「
日
本
言
語
地
図
』
に
見
る
山
口
県
の
方
言
は
、
西
日
本
方
言
諸
分
派
の
中

に
あ
っ
て
、
申
国
・
近
畿
・
四
国
・
九
州
の
方
言
と
、
さ
ま
ざ
ま
の
連
な
り
様

を
見
せ
て
い
る
。
一
、
二
の
例
図
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。

 
山
口
県
に
分
布
す
る
「
明
る
い
」
の
意
味
の
ア
カ
イ
（
2
9
図
）
や
オ
ル
（
居

る
1
5
3
図
）
は
、
西
日
本
一
帯
に
分
布
し
て
い
る
事
象
で
あ
る
。

 
 
「
蹴
ふ
く
ろ
う
（
臭
）
」
で
は
、
山
口
県
に
は
フ
ル
ツ
ク
が
か
な
り
広
域
に

分
布
し
て
い
る
が
、
こ
の
事
象
は
、
南
畿
・
西
中
国
・
四
国
に
分
布
す
る
。
「
m

ま
ゆ
げ
（
眉
毛
）
」
の
マ
ヒ
ゲ
も
、
南
畿
・
中
国
・
四
席
分
布
で
あ
る
。
「
2
4
ほ

そ
い
（
細
い
）
」
の
コ
マ
イ
、
「
6
6
か
つ
ぐ
（
材
木
を
担
ぐ
）
」
の
カ
タ
グ
、
「
㎜

ひ
ま
ご
（
皇
孫
）
」
の
ヒ
ユ
ー
マ
ゴ
、
「
亡
き
の
こ
（
茸
・
輩
）
」
の
ナ
バ
は
、

中
国
・
四
国
・
九
州
分
布
で
あ
る
。
「
7
7
び
っ
く
り
す
る
（
驚
く
）
」
の
タ
マ
ゲ

ル
は
、
西
中
国
・
西
四
国
分
布
で
あ
る
。
中
国
地
方
を
分
布
主
域
と
す
る
キ
ー

ナ
（
「
2
7
黄
色
い
」
）
、
ス
ク
モ
（
「
m
も
み
が
ら
一
籾
殼
」
）
、
キ
ン
カ
イ
モ
（
薦

じ
ゃ
が
い
も
i
馬
鈴
薯
一
そ
の
2
」
）
は
、
山
口
県
に
も
広
く
密
に
分
布
し
て

'
い
る
。

 
こ
の
よ
う
に
、
山
口
県
域
が
中
国
域
を
内
包
す
る
方
言
諸
分
派
の
内
に
あ
る

の
は
、
自
然
な
分
布
傾
向
で
あ
る
。

 
と
こ
ろ
で
山
口
県
域
の
方
言
事
象
分
布
相
は
、
し
ば
し
ば
中
国
域
よ
り
は
九

州
域
へ
の
近
さ
を
見
せ
が
ち
で
あ
る
。

 
 
ω
 
中
国
域
を
離
れ
て
、
九
州
域
と
一
体
に
な
り
が
ち
な
傾
向

．
す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
中
国
．
四
国
．
九
州
に
は
同
じ
方
言
事
象
が
分

布
し
が
ち
で
あ
る
が
、
山
口
県
だ
け
が
九
州
と
一
体
化
す
る
図
も
多
い
。

 
 
「
靭
ま
わ
た
（
真
綿
）
」
で
は
、
図
1
に
見
る
よ
う
に
、
山
口
県
下
と
九
州
，

東
北
域
と
は
ネ
バ
、
九
州
西
南
域
は
ネ
バ
シ
で
あ
る
。
山
口
県
以
外
の
中
国
域
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噂
・

．喬魂1藪
1

．
遁

に
は
マ
ワ
タ
類
が
広
く
分
布
し
、
キ
ヌ
ワ
タ
・
ヌ
リ
の
分
布
も
見
え
て
い
る
。

広
く
全
国
域
を
見
渡
す
と
～
ネ
バ
類
は
マ
ワ
タ
類
の
外
側
．
に
、
国
の
東
西
に
分
．

か
れ
て
分
布
し
て
お
り
、
石
川
県
北
部
、
岐
阜
県
北
部
に
も
小
分
布
域
を
持
っ

て
い
る
。
ネ
バ
類
は
マ
ワ
タ
類
よ
り
は
古
い
事
象
で
あ
ろ
う
。
中
国
域
の
新
化

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
遅
れ
て
、
山
口
県
が
九
州
と
と
も
に
古
い
事
象
を
残
し
が
ち
で
あ
る
の
は
、
、

そ
の
地
理
的
位
置
か
ら
し
て
も
自
然
で
あ
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
、

 
．
「
三
つ
ば
（
唾
）
，
」
で
は
、
」
ツ
ズ
が
九
州
に
続
い
て
山
口
県
と
石
見
（
島
根

県
南
部
）
と
に
分
布
す
る
。
山
口
県
と
石
見
以
外
の
、
中
国
域
は
、
ツ
バ
・
ツ
バ

ケ
・
チ
バ
キ
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
「
8
6
に
お
い
（
匂
）
を
か
ぐ
（
嗅
ぐ
）
ボ
後

部
分
」
「
圏
㈹
か
た
ぐ
る
ま
（
肩
車
）
」
「
篇
た
て
が
み
（
鑑
）
」
「
捌
と
げ
（
刺
．

棘
）
！
い
ば
ら
・
さ
ん
し
よ
う
な
ど
の
と
げ
」
な
ど
に
も
、
山
口
県
域
が
中
国

域
か
ら
離
れ
て
、
九
州
域
と
一
体
に
な
る
分
布
傾
向
が
見
え
る
。
こ
の
時
、
山

口
県
に
隣
接
す
る
石
見
南
部
と
安
芸
西
隅
が
、
山
口
県
と
．
一
体
化
し
が
ち
で
あ

」
る
。
な
お
、
山
口
県
以
外
の
中
国
域
も
ま
た
、
別
事
象
に
よ
っ
て
、
九
州
の
一

部
域
と
一
体
に
な
る
こ
と
も
あ
る
⑩

 
 
「
6
5
し
ょ
う
（
包
を
背
負
う
）
」
の
ば
あ
い
は
、
山
口
・
九
州
、
分
布
の
カ
ル

ゥ
は
、
、
四
国
西
辺
に
も
見
え
る
。

 
 
「
蹴
つ
ら
ら
（
氷
柱
）
」
の
山
口
県
分
布
事
象
は
、
ス
マ
ル
・
シ
マ
ル
で
あ
る
。

ス
マ
ル
は
、
山
口
県
以
外
に
は
静
岡
県
の
心
地
に
見
え
る
ば
か
り
で
あ
る
が
、

シ
モ
ロ
・
シ
モ
レ
な
ど
は
、
宮
崎
県
西
南
隅
と
．
鹿
児
島
県
と
に
分
布
す
る
。
ス

マ
ル
と
シ
モ
ロ
・
シ
モ
レ
と
が
近
い
事
象
な
ら
ば
、
こ
の
図
も
、
山
口
県
と
九

州
と
の
近
さ
を
見
せ
る
も
の
と
受
け
と
れ
る
。

 
 
h
鵬
ふ
け
．
（
雲
脂
）
」
で
は
、
山
口
県
全
域
と
石
見
と
に
キ
ー
が
分
布
し
て

い
て
、
北
九
州
の
，
一
地
に
も
見
え
る
。
‘
一
方
、
宮
崎
・
鹿
児
島
に
は
ウ
ロ
コ
・
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イ
リ
コ
・
イ
コ
が
分
布
し
、
沖
縄
諸
島
に
は
イ
リ
キ
・
イ
リ
チ
・
イ
ッ
キ
・
イ

ー
キ
ー
な
ど
が
分
布
し
て
い
る
。

 
山
口
県
分
布
の
キ
ー
を
、
イ
ー
キ
…
な
ど
が
語
頭
の
狭
母
音
を
落
し
た
語
形

と
考
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
よ
う
か
。
と
す
れ
ば
こ
の
図
も
、
山
口
県
域
と
九
州

域
と
の
方
言
事
象
分
布
上
の
関
連
の
深
さ
を
示
す
爵
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
'

 
 
㈲
 
山
陽
分
布
事
象
と
山
陰
分
布
事
象
と
が
、
と
も
に
分
布
す
る
傾
向

 
こ
の
傾
向
が
山
口
県
域
に
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『
中
国
地
方
五
県

言
語
地
図
』
の
い
く
つ
か
の
図
を
と
り
あ
げ
て
述
べ
た
。
『
日
杢
言
語
地
図
」

に
お
い
て
も
こ
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

 
 
「
処
し
も
や
け
（
凍
傷
）
」
で
は
、
広
島
県
か
ち
瀬
戸
内
海
域
を
西
進
し
た

カ
ン
バ
レ
が
、
周
防
域
の
瀬
戸
内
海
が
わ
に
分
布
し
て
い
る
。
一
方
、
日
本
海

が
わ
と
周
防
北
浜
と
に
は
ユ
キ
ャ
ケ
が
分
布
も
て
い
る
が
、
こ
れ
は
東
北
地
方

か
ら
山
口
県
ま
で
、
長
大
な
分
布
域
を
持
つ
事
象
で
あ
る
。

 
「
鵬
に
じ
（
虹
）
」
で
は
、
県
の
中
部
以
北
に
ミ
ョ
ー
ジ
の
分
布
が
見
え
る
。

こ
の
側
壁
ー
ジ
も
能
登
半
島
か
ら
九
州
北
部
ま
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
日
本

海
が
わ
に
分
布
の
た
ど
れ
る
事
象
で
あ
る
。
南
紀
．
高
知
の
分
布
と
も
あ
わ
せ

見
れ
ば
、
山
陰
分
布
事
象
と
い
う
よ
σ
は
、
周
辺
域
分
布
事
象
と
言
う
べ
き
で

あ
ろ
う
。

 
「
肥
ふ
く
ろ
う
（
臭
）
」
で
は
、
、
山
陽
が
わ
を
西
進
し
て
き
た
フ
ル
ツ
ク
が
、

山
口
県
域
に
も
広
く
分
布
し
て
い
る
が
、
長
門
北
隅
に
億
及
ん
で
い
な
い
。
長

・
一
意
隅
に
分
布
し
て
い
る
の
は
、
島
根
県
分
布
の
ヨ
ー
ズ
ク
で
あ
る
。
，

 
い
っ
た
い
に
、
山
陽
分
布
事
象
と
山
陰
分
布
事
象
と
で
ほ
、
山
口
県
域
に
お

い
て
は
、
山
陽
分
布
事
象
の
ほ
う
が
優
勢
で
あ
る
。
山
陽
道
と
瀬
戸
内
海
の
道

と
は
、
山
陰
道
と
日
本
海
の
道
よ
り
は
、
、
よ
り
活
澄
な
言
語
伝
播
路
で
あ
っ
，

言
語
地
図
に
見
る
山
口
県
の
方
言
（
そ
の
一
）

た
。
と
こ
ろ
で
山
口
［
県
域
に
見
え
る
山
陰
分
布
事
象
は
、
『
日
本
言
語
地
図
」

と
『
中
国
地
方
五
県
言
語
地
図
」
と
で
は
、
後
者
の
ほ
う
に
ば
り
多
く
認
め
ら

れ
る
。
調
査
語
の
選
び
か
た
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

 
 
ω
 
近
畿
以
西
に
お
け
る
残
存
分
布
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
尊

 
「
1
7
大
き
い
」
「
2
0
太
い
」
「
2
1
あ
ら
い
（
粗
い
）
」
を
見
る
と
、
山
口
県

中
部
域
か
ら
石
見
南
部
域
に
か
け
て
イ
カ
イ
が
分
布
し
て
い
る
。
図
王
、
イ
カ

イ
は
滋
賀
県
・
福
井
県
以
東
に
分
布
し
て
い
て
、
近
畿
以
西
の
分
布
は
、
山
口

県
と
石
見
南
部
だ
け
で
あ
る
。
『
日
本
言
語
地
図
解
説
一
夕
図
の
説
明
1
i
』

に
は
、
「
古
く
は
イ
カ
イ
類
が
連
続
し
た
領
域
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。
，
」
と
あ
る
。
ま
た
『
日
本
国
語
大
辞
典
」
も
、
近
畿
以
西
の

諸
芸
の
方
言
集
に
、
「
大
き
い
」
「
多
い
」
「
は
な
は
だ
」
な
ど
の
意
で
イ
カ

イ
が
あ
が
っ
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
山
口
県
域
に
イ
カ
イ
が
か
な
り
よ

く
残
っ
て
い
る
の
は
、
人
々
の
好
み
κ
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

．
「
重
い
ど
（
井
戸
）
」
で
は
、
イ
ケ
が
山
月
県
西
県
域
（
長
門
南
部
域
）
と

北
陸
・
滋
賀
県
に
よ
ぐ
分
布
し
、
福
島
．
奈
良
．
京
都
．
兵
庫
．
福
岡
の
諸
偏
「

県
に
も
点
在
す
る
。
こ
の
分
布
状
況
も
ま
た
、
山
口
県
域
が
、
衰
退
途
上
の
事

象
を
よ
く
残
す
一
例
と
な
っ
て
い
る
。

 
2
 
県
内
の
事
象
分
布
傾
向

 
山
口
県
域
の
方
言
事
象
分
布
相
を
見
る
と
、
県
内
が
一
体
化
す
る
傾
向
と
と

も
に
、
東
（
周
防
域
）
と
西
（
長
門
域
）
と
に
分
か
れ
る
傾
向
も
顕
著
で
あ
る
。

ま
た
、
東
・
西
・
北
（
長
門
北
部
）
に
分
か
れ
る
傾
向
も
見
え
る
。

 
 
ω
，
県
内
が
一
体
化
す
る
傾
向

 
県
内
の
方
言
分
布
状
況
が
ほ
ぼ
一
様
で
あ
る
図
は
、
こ
れ
ま
で
に
見
た
も
の
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s．g

の
中
に
も
多
か
っ
た
。
こ
こ
に
あ
げ
る
こ
と
は
省
略
す
る
。

 
 
ω
 
県
内
が
東
西
に
分
か
れ
る
傾
向

 
方
言
事
象
の
分
布
状
況
が
、
東
の
周
防
域
と
西
の
長
門
域
と
で
は
異
な
る
図

も
か
な
ヶ
多
い
。

 
「
謝
と
か
げ
（
蜥
蝪
）
」
（
図
2
）
で
は
、
西
部
域
（
長
門
域
と
周
防
西
辺
）
．

に
は
九
州
と
同
様
に
ト
カ
キ
リ
が
分
布
し
、
東
部
域
に
は
近
畿
・
中
国
分
布
の

ト
カ
ケ
が
分
布
し
て
い
る
。
．
（
出
雲
と
四
国
南
半
、
お
よ
び
九
州
は
東
北
域
を

除
く
大
部
分
の
地
域
が
、
ゲ
・
ギ
と
濁
音
で
あ
る
。
）

 
「
皿
せ
と
も
の
（
陶
磁
器
）
」
の
ば
あ
い
は
、
西
の
分
布
事
象
は
九
州
の
広

域
に
分
布
す
る
ヤ
キ
モ
ー
ノ
（
焼
物
）
類
で
あ
る
。
東
に
は
ヤ
キ
モ
ノ
重
い
く
ら

か
見
え
る
が
、
お
も
な
分
布
事
象
は
カ
ラ
ツ
モ
ノ
類
で
、
こ
れ
は
山
口
県
東
部

域
と
、
三
国
・
四
国
・
九
州
東
回
と
に
分
布
し
て
い
る
。
「
備
さ
つ
ま
い
も
（
甘

藷
）
」
「
鋤
も
ぐ
ら
（
土
竜
）
」
、
「
脳
蜘
蛛
の
巣
」
で
も
、
東
が
中
国
、
あ
る
い

は
中
国
・
四
国
に
連
な
り
、
西
が
九
州
に
連
な
る
分
布
状
況
が
見
え
る
。

 
「
麗
と
う
も
ろ
こ
し
（
玉
蜀
黍
）
」
を
見
る
と
、
東
部
域
分
布
事
象
は
ナ
ン

マ
ン
・
マ
ン
7
ン
類
で
、
こ
れ
ら
は
近
畿
・
中
国
分
布
の
ナ
ン
バ
ン
（
南
蛮
）
・

系
事
象
で
あ
る
。
一
方
、
西
部
域
に
は
、
四
国
・
九
州
分
布
の
ト
ー
キ
ビ
（
唐

黍
）
が
分
布
し
て
い
る
。
さ
き
に
あ
げ
た
も
の
で
は
、
四
国
は
山
口
県
東
部
域

と
同
一
事
象
を
分
布
さ
せ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
こ
の
図
で
は
、
九
州
と
と

も
に
山
口
県
西
部
域
と
一
体
化
し
て
い
る
。
山
口
県
域
と
四
国
と
の
か
か
わ
り

よ
う
が
単
純
で
な
い
の
は
、
本
土
域
と
四
国
・
九
州
と
の
言
語
路
が
多
様
な
た

め
で
あ
ろ
う
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．

 
と
こ
ろ
で
山
口
県
域
が
東
西
に
分
か
れ
る
分
布
傾
向
を
指
摘
で
き
る
と
は
い

え
、
東
と
西
と
の
分
布
域
の
広
さ
は
、
事
象
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
西
部

域
分
布
と
は
言
い
な
が
ら
、
ト
ー
キ
ビ
の
分
布
域
は
か
な
り
狭
い
。
こ
の
ほ
か

「
5
1
坐
る
」
の
ピ
ザ
マ
ズ
ク
、
「
酩
里
芋
1
そ
の
2
」
の
カ
イ
モ
な
ど
の
西
部

域
分
布
事
象
の
分
布
域
も
狭
．
い
。
東
か
ら
の
改
新
波
の
西
進
の
勢
が
強
い
時
、

西
が
わ
分
布
事
象
は
し
だ
い
に
後
退
す
る
の
で
あ
る
。

 
「
m
舌
」
で
は
、
豊
浦
郡
・
厚
狭
郡
に
ツ
バ
の
ま
と
ま
っ
た
分
布
が
見
え
て

い
る
。
ツ
バ
は
、
図
上
、
こ
の
地
域
以
外
に
は
、
長
崎
県
の
一
地
に
見
え
る
ば

か
り
で
あ
．
る
。
沖
縄
島
喚
に
は
ス
パ
・
シ
バ
類
が
広
く
分
布
し
て
い
る
が
、
ツ

 
 
 
 
 
 
 
ヘ

バ
は
こ
れ
ら
と
関
係
の
深
い
事
象
で
は
あ
る
ま
い
か
。

 
い
っ
た
い
に
豊
浦
郡
の
方
言
の
異
色
の
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
れ

は
、
言
語
改
新
波
が
届
き
に
く
く
、
九
州
と
の
か
か
わ
り
の
深
さ
を
今
日
も
見
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せ
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

 
東
西
の
分
布
相
の
異
な
る
図
の
中
に
は
、
東
が
山
陽
的
で
西
が
山
陰
的
で
あ

る
図
も
見
え
る
。
た
と
え
ば
「
幽
た
け
う
ま
（
竹
馬
）
」
で
は
、
東
部
域
に
は

近
畿
・
立
国
・
九
州
東
部
域
分
布
の
タ
ケ
ウ
マ
が
分
布
し
て
い
る
。
一
方
、
西

部
域
に
は
、
中
国
山
地
か
ら
山
陰
に
か
け
て
分
布
す
る
タ
カ
ア
シ
系
事
象
が
分

．
落
し
て
い
る
。

 
こ
の
ほ
か
ヤ
東
部
域
に
は
中
国
、
あ
る
い
は
中
国
・
．
四
国
分
布
事
象
が
広
が

り
、
西
部
域
に
は
近
畿
分
布
事
象
の
広
が
る
図
も
あ
る
。
 
「
膨
つ
く
し
（
土

筆
）
」
も
そ
の
一
例
で
、
東
に
は
中
国
分
布
の
ヒ
ガ
ン
ボ
ー
ズ
と
、
中
四
国
分

布
の
ホ
ー
シ
か
ら
出
た
ら
し
い
ホ
ー
シ
ャ
と
が
分
布
す
る
。
一
方
、
西
が
わ
分

布
事
象
の
ツ
ク
ツ
ク
ボ
ー
シ
類
は
、
近
畿
域
に
広
く
分
布
す
る
事
象
で
あ
る
。

 
 
「
9
7
こ
お
る
（
手
拭
が
凍
る
）
」
で
は
、
東
部
域
に
は
中
国
分
布
事
象
の
シ

ミ
ル
が
分
布
し
、
西
部
域
に
は
シ
ミ
ル
と
コ
ゴ
ル
が
併
存
し
て
い
る
。
コ
ゴ
ル

は
シ
ミ
ル
の
後
に
近
畿
域
か
ら
西
進
し
て
き
た
事
象
の
よ
う
で
、
山
陽
が
わ
に

は
か
な
り
よ
く
分
布
し
て
い
る
が
、
な
ぜ
か
周
防
域
に
は
分
布
が
見
え
な
い
。

こ
の
ほ
か
、
「
6
8
か
つ
ぐ
（
二
人
で
担
ぐ
）
」
「
鵬
か
み
な
り
（
雷
）
」
に
も
、

東
部
域
は
改
新
波
を
受
容
し
に
く
く
、
西
部
域
は
受
容
し
や
す
い
傾
向
が
見
ら

れ
る
。
オ
ド
ロ
ク
を
〃
目
覚
め
る
”
意
味
で
使
う
の
が
東
部
域
、
使
わ
な
い
の

が
西
部
域
で
あ
る
こ
と
を
見
せ
た
「
7
9
図
」
も
、
東
の
古
さ
、
西
の
新
し
さ
を

．
見
せ
る
図
で
あ
る
。

 
と
も
あ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
と
り
あ
げ
た
図
で
は
、
東
部
域
は
中
国
分
布
事
象

の
分
布
す
る
地
域
で
あ
っ
た
が
、
西
が
中
国
色
、
東
は
四
国
色
と
い
っ
た
図
も

い
く
ら
か
あ
る
「
醜
つ
む
じ
（
旋
毛
）
」
で
、
西
に
は
申
国
・
九
州
分
布
の
ギ

リ
類
が
分
布
し
、
東
に
は
四
国
分
布
の
マ
イ
マ
イ
類
が
分
布
す
る
の
は
、
そ
の

．
言
語
地
図
に
見
る
山
口
県
の
方
言
（
そ
の
一
）

一
例
で
あ
る
。

 
諸
図
の
申
に
は
、
東
に
も
西
に
も
、
中
国
域
に
は
見
え
な
い
事
象
の
分
布
す

．
る
も
の
も
あ
る
。
「
上
す
り
こ
ぎ
（
血
粉
木
）
」
が
そ
れ
で
、
東
に
は
四
国
・

九
州
東
北
域
と
同
様
に
レ
ン
ギ
（
O
キ
）
が
広
が
り
、
西
に
は
近
畿
分
布
の
レ
ン

ゲ
（
O
ケ
）
が
広
が
っ
て
い
る
。
 
（
広
島
・
岡
山
は
デ
ン
ギ
で
あ
る
。
）

 
こ
の
ほ
か
「
8
0
あ
ざ
．
（
癒
）
に
な
る
」
「
鵬
め
う
ま
（
牝
馬
〉
」
「
㎜
こ
う

し
（
子
牛
）
「
皿
も
ぐ
ら
（
土
竜
）
「
獅
く
も
の
い
と
（
蜘
蛛
の
糸
）
」
「
麗

ど
く
だ
み
（
雪
菜
）
．
」
「
㎜
ほ
う
ほ
う
（
臭
の
鳴
き
声
）
一
そ
の
2
」
な
ど
に

「
も
、
東
西
に
分
か
れ
る
分
布
相
が
見
え
る
。
・
た
だ
し
こ
れ
ら
の
図
で
は
、
他
域

と
の
か
か
わ
り
は
単
純
に
は
言
い
が
た
い
。
 
 
 
、

 
 
「
5
4
片
足
跳
び
を
す
る
一
花
部
分
」
で
は
、
リ
ン
リ
ン
類
が
西
が
わ
に
か
な

り
広
く
分
布
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
山
口
県
に
し
か
分
布
の
見
え
な
い
事
象
で

あ
る
。

 
 
㈲
 
県
内
が
東
・
西
・
北
に
分
か
れ
る
傾
向

 
県
内
の
分
布
状
況
が
東
と
西
と
長
門
北
隅
に
分
か
れ
る
図
も
あ
る
。

 
 
「
聯
・
脚
・
㎜
か
た
つ
む
り
（
蝸
牛
）
」
 
（
園
3
）
の
ば
あ
い
、
県
内
に
広
く

分
布
し
て
い
る
の
は
カ
タ
ツ
ム
リ
で
あ
る
が
、
東
に
は
も
っ
と
も
新
し
い
デ
ン

デ
ン
ム
シ
も
分
布
し
て
い
る
。
デ
ン
デ
ン
ム
シ
は
西
部
域
に
ま
で
は
及
ば
ず
、

こ
こ
は
カ
タ
ツ
ム
リ
と
マ
イ
マ
，
イ
類
の
分
布
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
長

門
北
隅
に
は
も
っ
と
も
古
い
ナ
メ
ク
ジ
類
の
分
布
が
見
え
て
い
る
。

 
・
「
3
4
き
な
く
さ
い
一
前
部
分
」
で
は
、
東
は
ボ
ロ
ク
サ
イ
で
広
島
県
分
布
に

続
い
て
い
る
。
西
は
ヤ
ー
ク
サ
イ
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
安
芸
・
周
防
の
非
分
布

域
を
は
さ
ん
で
、
近
畿
・
岡
山
県
・
備
後
の
内
海
域
、
そ
し
て
長
門
に
見
え
て

い
る
事
象
で
あ
る
。
一
方
、
長
門
北
隅
は
、
石
見
と
東
九
州
、
西
四
国
に
分
布

（ 207 ）
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す
る
キ
リ
メ
ク
サ
イ
の
分
布
域
で
あ
る
。

 
「
肥
ふ
く
ろ
う
（
臭
）
」
で
は
、
長
門
域
北
隅
は
山
陰
分
布
の
ヨ
ー
ズ
ク
、

長
門
西
南
隅
は
九
回
分
布
の
ネ
コ
ド
リ
、
こ
れ
ら
以
外
の
か
な
り
広
い
地
域
に

は
、
南
畿
・
四
国
・
西
中
国
分
布
の
フ
ル
ツ
ク
が
分
布
し
て
い
る
。

 
「
撹
す
り
ば
ち
（
播
鉢
）
」
で
は
、
東
に
は
愛
媛
東
部
と
広
島
の
分
布
に
続
い

て
カ
ガ
ツ
が
広
が
り
、
西
に
は
出
雲
に
も
見
え
る
カ
ガ
チ
が
分
布
し
て
い
る
。

長
門
北
部
は
石
見
南
部
と
と
も
に
ス
リ
バ
チ
・
ス
ル
バ
チ
で
あ
る
。

．
県
内
の
分
布
状
況
が
東
西
に
分
か
れ
る
時
も
、
東
・
西
・
北
に
分
か
れ
る
時

も
、
他
域
と
の
関
連
状
況
は
単
純
で
な
い
。
ま
た
北
四
域
に
は
、
い
っ
た
い
に

古
い
方
言
事
象
が
分
布
し
て
い
る
が
、
東
と
西
と
の
新
古
は
も
の
に
よ
っ
，
て
異

な
っ
て
い
る
。
．

 
3
混
交
に
よ
る
新
事
象
の
醸
成

 
山
口
県
域
に
分
布
す
る
事
象
に
は
、
2
事
象
の
混
交
に
よ
つ
で
醸
成
さ
れ
た

と
思
え
る
も
の
が
多
い
。

 
「
8
8
咳
を
す
る
1
後
部
分
」
パ
図
4
）
の
山
口
県
分
布
事
象
は
コ
ツ
ル
で
あ

る
。
コ
ツ
ル
は
山
口
県
以
外
に
は
、
対
岸
の
北
九
州
の
1
地
と
国
東
半
島
の
、
2

地
に
分
布
す
る
だ
け
で
あ
る
。
隣
県
の
広
島
県
に
は
タ
グ
ル
が
分
布
し
、
福
岡

県
と
大
分
県
に
は
タ
グ
ル
．
と
コ
ズ
ク
が
分
布
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
分
布
状

況
か
ら
、
‘
山
口
県
め
コ
ツ
ル
は
、
ダ
グ
ル
と
コ
ズ
ク
の
混
交
に
よ
り
醸
成
さ
れ
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／

た
と
思
え
る
。

 
「
捌
し
も
や
け
（
凍
傷
）
」
0
カ
ン
ヤ
ケ
は
、
'
山
口
県
に
は
か
な
り
広
く
分

布
し
て
い
て
、
そ
の
周
囲
に
は
内
海
域
事
象
の
カ
ン
バ
レ
と
、
日
本
海
域
事
象

め
ユ
キ
ヤ
ケ
と
が
あ
る
。
カ
ン
ヤ
ケ
は
、
カ
ン
バ
レ
と
ユ
キ
ヤ
ケ
と
の
接
す
る

地
域
に
醸
成
さ
れ
た
混
交
事
象
で
あ
る
。

 
中
国
域
事
象
と
九
州
域
事
象
と
の
混
交
事
象
、
ま
た
内
海
域
事
象
と
日
本
海

域
事
象
と
の
混
交
事
象
が
、
山
口
県
域
に
醸
成
さ
れ
る
こ
と
は
自
然
で
あ
る
。

「
鵬
ひ
き
が
え
る
」
で
は
、
長
門
二
期
南
端
に
ワ
ク
ド
ビ
キ
が
見
え
る
。
こ

れ
は
九
州
域
分
布
の
ワ
ク
ド
と
中
国
域
分
布
の
ヒ
キ
と
の
合
成
事
象
で
あ
る
。

「
蹴
ど
く
だ
み
 
（
蔚
菜
）
」
で
は
、
周
防
東
部
域
に
ジ
ョ
（
1
）
ロ
：
グ
サ
が

分
布
し
て
い
る
。
ジ
ョ
（
1
）
ロ
ー
グ
サ
を
か
こ
ん
で
広
く
分
布
し
て
い
る
の

は
・
 
ジ
ュ
弔
ヤ
ク
と
ニ
ュ
ー
ド
ー
グ
サ
で
あ
る
。
 
「
入
道
」
に
触
発
さ
れ
た

「
女
郎
」
の
発
想
を
、
ジ
ュ
ー
ヤ
ク
に
比
較
的
近
い
語
形
に
託
し
た
の
が
ジ
ョ

（
1
）
ロ
ー
グ
サ
で
は
あ
る
ま
い
か
。

 
「
㎜
め
う
し
（
牝
牛
）
」
で
は
、
山
ア
ロ
県
全
域
之
石
見
南
部
域
と
に
ウ
ナ
ミ

が
分
布
し
て
い
る
。
山
口
県
以
外
の
中
国
域
に
は
オ
ナ
ミ
が
広
が
っ
て
い
て
、

大
分
県
域
は
ウ
ナ
メ
で
あ
る
。
山
口
県
分
布
の
ウ
ナ
ミ
は
、
オ
ナ
ミ
と
ウ
ナ
メ

と
の
混
浴
事
象
で
あ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
オ
ナ
ミ
の
語
頭
母
音
を
転
じ
た
も
の

で
あ
ろ
う
か
。

 
理
想
事
象
か
と
思
え
る
も
の
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
多
い
。
新
旧
事
象
の
併
用

さ
れ
る
て
と
の
多
い
地
域
に
、
ま
た
異
な
る
伝
播
路
を
進
ん
で
き
た
事
象
が
接

触
衝
突
す
る
地
域
に
、
混
交
事
象
は
醸
成
さ
れ
や
す
い
で
あ
ろ
う
。

4
 
外
来
語
受
容

言
語
地
図
に
見
る
山
口
県
の
方
言
（
そ
の
一
）

 
「
粥
た
こ
（
凧
Y
」
の
図
で
は
、
山
口
広
島
両
県
全
域
に
ヨ
ー
ズ
が
広
が
っ

て
い
る
。
こ
の
事
象
に
つ
い
て
は
、
岩
国
市
の
山
崎
武
夫
氏
か
ら
、
中
国
語
の

ヤ
ン
ツ
（
揚
子
）
を
出
自
と
す
る
語
で
あ
ろ
う
と
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
氏

は
昭
和
1
9
年
ご
ろ
、
上
海
近
郊
の
農
村
に
在
住
し
て
お
ら
れ
、
少
年
た
ち
が
凧

を
ヤ
ン
ツ
と
呼
ぶ
の
を
耳
に
さ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
長
崎
に
は
ヨ
ー
チ
ュ
ー
類

の
分
布
が
見
え
る
。
と
も
に
中
国
語
を
受
容
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
長
崎
と

山
口
に
別
々
に
伝
わ
っ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
ヨ
ー
チ
ュ
ー
と
ヨ
ー
ズ
と
の
間

に
伝
播
関
係
が
認
め
ら
れ
る
も
の
か
、
明
ら
か
で
な
い
。

 
な
お
、
『
日
本
言
語
地
図
」
に
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
山
口
県
の
日

本
海
沿
岸
島
喚
域
に
は
、
朝
鮮
語
の
チ
ン
グ
ー
（
親
友
）
も
広
く
分
布
し
て
い

る
。
チ
ン
グ
ー
は
九
州
西
南
域
か
ら
日
本
海
が
わ
の
沿
岸
直
撃
を
伝
っ
て
、
隠

．
岐
に
届
い
て
い
る
事
象
で
あ
る
。
（
島
根
県
で
は
語
形
が
変
化
し
て
い
る
。
）

 
山
口
県
の
日
本
海
が
わ
は
、
九
州
西
部
の
沿
岸
島
嘆
域
と
と
も
に
、
申
国
語

朝
鮮
語
を
受
容
し
や
す
い
位
置
に
あ
っ
た
。

 
山
口
県
域
の
方
言
状
況
を
、
は
じ
め
に
諸
言
語
地
図
の
上
に
簡
略
に
見
て
、

、
つ
づ
い
て
『
日
本
言
語
地
図
」
上
に
や
や
く
わ
し
く
見
て
き
た
。
 
 
'

 
・
山
口
県
の
方
言
状
況
を
一
口
で
言
え
ば
、
古
い
方
言
事
象
の
衰
退
も
、
新
し

い
方
言
事
象
の
伝
播
も
、
本
土
域
内
で
は
比
較
的
緩
や
か
な
地
域
と
言
う
こ
と

が
で
き
よ
う
か
。
好
事
に
位
置
す
る
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
周
辺
域
分
布

事
象
を
残
し
が
ち
で
あ
る
。

 
ま
た
こ
の
地
域
へ
め
言
語
路
が
さ
ま
ざ
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
伝
播
の
ス
ピ
ー
ド

の
異
な
る
こ
と
も
、
山
口
県
の
方
言
状
況
を
多
様
な
も
の
に
し
て
い
る
。
さ

き
に
指
摘
し
た
九
州
・
四
国
と
の
さ
ま
ざ
ま
の
か
か
わ
り
よ
う
や
、
県
内
の
二

（ 209 ）

し



分
、
あ
る
い
は
三
分
の
傾
向
が
こ
こ
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。

 
九
州
域
と
の
関
係
で
は
、
山
口
県
の
日
本
海
が
わ
と
九
州
西
部
域
の
沿
岸
島

喚
と
の
漁
業
上
で
の
交
渉
が
か
な
り
あ
っ
た
こ
と
も
、
念
頭
に
置
く
べ
き
で
あ

ろ
う
。

 
長
門
内
海
域
が
、
と
き
に
周
防
域
よ
り
も
新
事
象
受
容
の
早
さ
を
見
せ
る
の

は
、
北
前
船
寄
港
地
の
下
関
が
ヒ
こ
に
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

 
混
交
事
象
の
醸
成
と
い
う
注
目
す
べ
き
傾
向
は
、
そ
の
地
理
的
位
置
か
ら
、

新
旺
事
象
・
異
事
象
の
接
触
の
多
い
た
め
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、

山
口
県
域
に
生
き
る
生
活
者
た
ち
の
言
語
造
出
力
、
あ
る
い
は
言
語
の
好
み
と

'
い
っ
た
も
の
も
、
こ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
次
回
で
は
、
 
『
瀬
戸
内
海
言
語
図
巻
』
の
老
年
層
図
と
少
年
三
図
と
を
比
較

し
て
、
山
口
県
方
言
動
態
を
見
る
。
，

（210）

1
地
図
は
、
『
日
本
言
語
地
図
』
魏
・
謝
・
猫
餅
㎜
・
8
8
の
略
図
で
あ
る
。

2
ま
わ
た
（
真
綿
）
の
作
図
に
つ
い
て
は
、
住
田
幾
子
姉
の
御
助
力
を
い
た

 
だ
い
た
。
感
謝
申
し
あ
げ
る
。

  訂
②①三

図
-
の
凡
例
上
の
△
］
（
キ
ヌ
ワ
タ
類
）
は
奮
と
訂
正
し
て
く
だ
さ
い
。

図
4
で
コ
ツ
ル
を
あ
ら
わ
す
斜
線
が
周
防
域
に
薄
く
な
っ
て
い
ま
す

．
が
、
こ
れ
は
山
口
県
全
域
に
あ
る
も
の
で
す
。


